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企画振興課企画調整係　☎０８２４‐７３‐１１２８

第２期 庄原市長期総合計画

　

ま
た
、引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
と
効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、地
域
存
続
の
視
点
か
ら
も
、人
口
の
維
持
・

確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、家

庭
や
地
域
、企
業
、行
政
な
ど
の
連
携
の
も
と
、

帰
郷
定
住
・
新
規
転
入
を
促
進
し
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

自
治
・
協
働
の
推
進

　

▼ 

人
権
尊
重
社
会
の
実
現

　

▼ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

▼ 

定
住
の
促
進

　

▼ 

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　
“
絆
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
自
治
・
協
働
・
定
住
】

基本政策1

基本政策5

基本政策4

基本政策3

基本政策2　 “
に
ぎ
わ
い
”が
実
感
で
き
る
ま
ち　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
・
交
流
】

　

今
後
も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、多
様
な
主
体
が
オ
ー
ル

庄
原
の
意
識
を
も
っ
て
協
働
し
、ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
に
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
の
住
民

自
治
組
織
に
は
、担
う
役
割
や
活
動
内
容
か
ら

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、自
立
運
営

を
基
本
と
し
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
４
月
号
で
、第
２

期
長
期
総
合
計
画
の
基
本
理
念
や
将
来

像
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、将
来
像
で
あ
る
「
美
し
く

輝
く 

里
山
共
生
都
市
」を
実
現
す
る
た

め
の
５
つ
の
基
本
政
策
の
趣
旨
と
、そ

の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
施
策

の
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基本政策・基本施策
第２期
庄原市長期総合計画

概
要
版
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す

　

４
月
号
・
５
月
号
の
２
回
に
わ
た
っ

て
、「
第
２
期
長
期
総
合
計
画
」
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

こ
の
計
画
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

概
要
版
を
６
月
に
各
世
帯
へ
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
計
画
の
全
体
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
“
学
び
と
誇
り
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
・
文
化
】

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
力
の
源
泉
は
「
人
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
人
材
育
成
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
最
重
要
課
題
で
す
。

　

特
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
に
力

を
注
ぎ
、「
知
・
徳
・
体
」
の
生
き
る
力
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
庄
原
で
生
ま
れ
、

学
び
、
育
つ
こ
と
に
誇
り
が
持
て
、
家
族
や

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど
、
多
様
な
主
体
と

連
携
し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
生
涯
に
わ
た
り
、
主
体
的
に
学
び
続

け
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
心
豊
か

な
生
活
を
営
む
た
め
に
、多
様
な
学
習
活
動
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

学
校
教
育
の
充
実

　

▼ 

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
充
実

　

▼ 

芸
術
・
文
化
の
推
進

　

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

▼ 

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　
“
あ
ん
し
ん
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち　

　
　
　
　
【
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
】

　

今
後
は
、
高
齢
者
人
口
が
微
減
傾
向
で
推

移
す
る
一
方
で
、
高
齢
化
率
や
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
）
人
口
、
高
齢
者
の
み

世
帯
は
上
昇
・
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康

増
進
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
効
果
的

な
連
携
と
市
民
協
働
の
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
、
時
代
の
変
化
や
対
象
者
の
要

望
に
応
じ
た
結
婚
支
援
や
出
産
支
援
、
さ
ら

に
は
産
科
医
療
の
早
期
再
開
な
ど
、
多
様
な

視
点
で
の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

子
育
て
支
援

　

▼ 

高
齢
者
の
自
立
支
援

　

▼ 

障
害
者
の
自
立
支
援

　

▼ 

地
域
福
祉
の
向
上

　

▼ 

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

▼ 

医
療
の
充
実

　

▼ 

社
会
保
障
制
度
の
適
正
運
営

 13　2016.5 ／広報しょうばら

　
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
農

林
業
の
衰
退
は
、単
に
農
家
・
林
家
の
所
得
の

減
少
だ
け
で
な
く
、農
村
環
境
の
悪
化
や
集
落

人
口
の
減
少
な
ど
、地
域
づ
く
り
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、安
定
的
な
収
入
が

得
ら
れ
る
農
林
業
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
商
工
業
で
は
、事
業
所
数
、従
事
者
数
、

年
間
販
売
額
と
も
に
減
少
し
、市
街
地
の
活
力

低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。観
光
に
お
い

て
も
、観
光
消
費
額
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、農
林
業
と
商
工
業
、観
光
が
融
合
・

連
携
し
た
新
た
な
産
業
形
態
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

農
林
水
産
業
の
振
興

　

▼ 

商
工
業
の
振
興

　

▼ 

観
光
交
流
の
推
進

　

▼ 

多
文
化
交
流
の
促
進

　
“
快
適
な
暮
ら
し
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　
　
　
　
【
環
境
・
基
盤
・
交
通
・
情
報
】

　

市
域
面
積
が
広
大
で
、
居
住
区
域
も
広
範

囲
に
及
ん
で
い
る
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
場
所
に
応
じ
た
生
活
基

盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

交
通
で
は
、
Ｊ
Ｒ
や
市
内
公
共
バ
ス
の
利

用
者
減
少
が
利
便
性
の
低
下
を
招
く
と
い
う

悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
利
便
性
の
確

保
を
図
り
つ
つ
、
公
共
交
通
網
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

情
報
通
信
で
は
、
市
内
全
域
へ
超
高
速
情

報
通
信
網
（
光
ケ
ー
ブ
ル
）
を
整
備
し
、
新

た
な
企
業
誘
致
や
市
民
と
行
政
の
情
報
共

有
、
若
者
の
定
住
促
進
な
ど
、
多
面
的
で
多

様
な
活
用
を
図
り
ま
す
。　

基
本
施
策

　

▼ 

生
活
基
盤
の
整
備

　

▼ 

生
活
環
境
の
向
上

　

▼ 

生
活
の
安
全
確
保

　

▼ 

環
境
衛
生
の
充
実

　
基
本
政
策
　

　

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的

な
活
動
方
針
で
、こ
の
計
画
で
は
５
つ

の
分
野
別
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
施
策

　

基
本
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
・
取
り
組
み
で
、各
政
策
に
属
す
る

複
数
の
施
策
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●自治・協働の推進
●人権尊重社会の実現
●男女共同参画社会の実現
●定住の促進
●効果的・効率的な行財政運営

●生活基盤の整備
●生活環境の向上
●生活の安全確保
●環境衛生の充実

●子育て支援
●高齢者の自立支援
●障害者の自立支援
●地域福祉の向上
●健康づくりの推進
●医療の充実
●社会保障制度の適正運営

●学校教育の充実
●生涯学習・社会教育の充実
●芸術・文化の推進
●スポーツの推進
●家庭・地域の教育力の向上

●農林水産業の振興
●商工業の振興
●観光交流の推進
●多文化交流の促進

“あんしん”が
実感できるまち

介護医療福祉保健

 “学びと誇り”が
実感できるまち

文化教育

 “快適な暮らし”が
 実感できるまち

情報交通基盤環境

交流産業

“にぎわい”が
実感できるまち

定住協働自治

 “絆”が
実感できるまち

基本政策 基本施策

美
し
く
輝
く　

里
山
共
生
都
市

～
み
ん
な
が“
好
き
”と
実
感
で
き
る“
し
ょ
う
ば
ら
”～

将
来
像

長期ビジョン
▶機能を有する拠点区域の形成
▶一体感の醸成と一体的な発展
▶効果的な活用で輝く広大な区域
▶家族愛・地域愛・里山愛に支えられた未来


